
 

 

学校番号 ３０２１ 

令和２年度 英語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ３ 第１学年 

PRO-VISION English CommunicationⅠ（桐原書店） 

フェイバリット 英単語・熟語〈テーマ別〉コーパス 4500 

（東京書籍） 

CNN Workbook Extended Course 2020 (Asahi Press) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・総合英語の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に、情報や考えなどについて話したり書いたり

する言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意

識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。また、

語彙力増強のために、『フェイバリット 英単語・熟語〈テーマ別〉コーパス 4500』に取り組んでも

らいます。年間チェックテスト計画に基づき、さまざまな例文に触れながら、単語を覚え、定着を図

ってください。 

・音読は英語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語特有の発音やリズム、イントネーションに

音読を習慣的に行いましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「総合英語」（３単位）及び「英語表現」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・身近なトピック

や自分の経験に

ついてわずかな

準備で１分程度

話すことができ

る。 

・まとまりのある

文を読み

(Communication

Ⅰ教科書本文)、

内容について１

分程度で話すこ

とができる。 

 

 

英語表現 

 

 

Speech＆ 

Presenta- 

tion 

Perfor- 

mance 

Test 

・身近な話題や自分

の経験について筋道

だった論理的な文章

を７０語程度で書く

ことができる。 

・まとまりのある文

を読み 

(Communication Ⅰ

教科書本文 )要約文

を５～８文程度で書

くことができる。 

英語表現 

定期考査 

 

 

 

総合英語 

定期考査 

 

 

・はっきりと話さ

れれば、身近なト

ピックについての

短いニュースの要

点を聞き取ること

ができる。 

・日常会話や時事

英語を聞き取るこ

とができる。 

英語表現 

定期考査 

 

 

 

 

総合英語 

定期考査 

 
 

・小説やエッセ

イなどの平易

な200～300語

程 度 の 文 を

100wpm で読

み、内容を把握

することがで

きる。 

・社会問題や科

学をテーマと

した 200～300

語程度の文を

正確に読むこ

とができる。 

総合英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識・理解 

実

施

方

法 

個人／ﾍﾟｱ／ｸﾞﾙｰﾌﾟでの言語

活動の観察とﾜｰｸｼｰﾄの内容ﾁｪ

ｯｸ 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」 

ｽﾋﾟｰﾁ／ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのﾊﾟﾌｫｰﾏ

ﾝｽ、定期考査・課題でのｴｯｾｲﾗ

ｲﾃｨﾝｸﾞ(70 語) 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」 

定期考査（筆記・ﾘｽﾆﾝｸﾞ）、授

業中の理解度ﾁｪｯｸﾃｽﾄ、ﾜｰｸｼｰﾄ

を提出させ、取組み状況のﾁｪｯ

ｸ 

 

定期考査(筆記) 

ﾜｰｸｼｰﾄを提出させ、取組み状

況をﾁｪｯｸ 

上に示す観点に基づいて、年５回の定期考査毎に評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

 

山中伸弥教授が

ノーベル賞受賞

に至るまでにた

どった人生を自

ら語る内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・山中教授が経験して

きたことと人生に対

する姿勢についての

自分の感想や意見を

伝える。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをメモし、それ

を参考にしながらペア

で伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 

「英語表現の能力」 

・山中教授のスピーチ

を読んで、その内容

を要約して書く。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて１分程度で話

す。 

・各セクションの内容の

要約文を書く。 

・ペアで、メモに基づい

て自分の将来の夢につ

いて伝え合う。 

・山中教授のスピーチ

を読んで、その内容

を要約して書くこ

とができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について１分程度

で話すことができ

る。 

・ペアでの言語活動を

観察するとともに

授業内で発表させ

る。 

 

「英語理解の能力」 

・山中教授が下積み時

代に何を夢見てどのよ

うな生活を送っていた

のか、またその経験か

らどのような信念を持

つようになったかにつ

いて、読んだことを理

解する。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・山中教授の半生と信

念について読んだこ

とを理解できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・未来のことを伝える

表現の使い方を理解

する。 

・動詞 tell などの目的

語に wh 節や

whether 節を用いる

方法を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・未来のことを伝える

表現の使い方を理

解している。 

・動詞 tell などの目的

語に wh 節や

whether 節を用い

る方法を理解して

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 2 

 

日本の食文化の

1 つである「弁

当」という形式

が海外でブーム

になっているこ

とを述べた内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本の食べ物や料理

について知っている

ことを、間違うこと

を恐れず、積極的に

話す。 

・各セクションを読む前

に、日本の食べ物や料

理について知っている

ことをペアで英語で伝

え合う。 

・日本の食べ物や料理

について知ってい

ることを、間違うこ

とを恐れず、積極的

に話している。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 

 

 

 

 

 



 

 

「英語表現の能力」 

・外国の人に薦めたい

日本のみやげものに

ついて、１分程度で

適切に説明する。 

・自分のアイデアをワー

クシートに英語でメモ

し、いくつかの箇条書

きの文にまとめる。 

・外国の人に薦めたい

日本のみやげもの

について、１分程度

で適切に説明する

ことができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状判断材料とし

て活用する。 

「英語理解の能力」 

・「弁当」が海外でブー

ムになっている理由

を、読んで理解する 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３文

程度で書く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・「弁当」が海外でブ

ームになっている理

由について、読んだこ

とを理解することが

できる。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３

文程度で書くことが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形、過去完

了形、現在完了進行

形の使い方を理解す

る。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・現在完了形、過去完

了形、現在完了進行

形の意味と使い方

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 3 

 

女性マラソンラ

ンナーの先駆者

であるキャサリ

ン・スウィッツ

ァーの経験を描

いた内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・スポーツ界に限らず

女性に対する偏見や

差別について知って

いることを、間違う

ことを恐れず、積極

的に話す。 

・各セクションを読む前

に女性差別について知

っていることをペアで

英語で伝え合う。 

・女性差別について知

っていることを、間

違うことを恐れず、

積極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 

「英語表現の能力」 

・相撲の土俵やオリン

ピックのゴルフ場な

どスポーツ界の女性

差別に関するニュー

スに対する自分の意

見を英語で言う。 

・自分のアイデアをワー

クシートに英語でメモ

し、いくつかの箇条書

きの文にまとめる。 

・女性差別に対する自

分の意見を１分程

度英語で言うこと

ができる。 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・キャサリン・スウィ

ッツァーの経験を、読

んで理解する。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３文

程度で書く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・キャサリン・スウィ

ッツァーの経験を、読

んで理解することが

できる。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３

文程度で書くことが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

。助動詞、疑問詞＋to 

do、名詞＋主語＋動

詞の意味と用法を理

解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・助動詞、疑問詞＋to 

do、名詞＋主語＋動

詞の意味と用法を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

 

 

Lesson 4 

 

ビーバーが生態

系において果た

す重要な役割に

ついて述べた内

容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

興味深い動物の生態に

ついて知っているこ

と（調べたこと）を、

間違うことを恐れ

ず、積極的に話す。 

各セクションを読む前に

興味深い動物の生態に

ついて知っていること

（調べたこと）をグル

ープで英語で伝え合

う。 

興味深い動物の生態

について知ってい

ること（調べたこ

と）を、間違うこと

を恐れず、積極的に

話すことができる。 

・グループでの言語活

動を観察する。 

・授業内で発表させ

る。 



 

 

「英語表現の能力」 

・ビーバーが生態系に

おいて果たす重要な

役割について p.47 の

図を用いてスクリプ

トを見ながら簡潔に

説明する。 

・説明の内容をワークシ

ートに英語でメモし、

１つの説明文にまとめ

る。 

・ビーバーが生態系に

おいて果たす重要

な役割について

p.47 の図を用いて

スクリプトを見な

がら簡潔に説明す

ることができる。 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・ビーバーが生態系に

対して果たしている役

割を、読んで理解する。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３文

程度で書く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・ビーバーが生態系に

対して果たしている

役割を、読んで理解す

ることができる。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３

文程度で書くことが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・受動態、関係代名詞

whatの意味と用法を

理解する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・受動態、関係代名詞

what の意味と用法

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 5 

 

チョコレートに

まつわる文化や

歴史について述

べた内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・チョコレートを話題

にして、好みや知っ

ていることを質問す

る。また、適切な応

答の仕方を身につけ

る。 

・各セクションを読む前

に、チョコレートにつ

いて好みや知っている

ことをペアで質問しあ

う。加えて応答の仕方

も学ぶ。 

・チョコレートを話題

にして、好みや知っ

ていることを質問

することができる。

また、適切な応答の

仕方を覚える。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 

「英語表現の能力」 

・チョコレート生産の

裏にある社会問題に

ついて考察し、英語

スクリプトを見なが

ら１分程度の英語で

言う。 

・ワークシートに英語で

メモし、考察をまとめ

る。 

・チョコレート生産の

裏にある社会問題

について考察し、ス

クリプトを見なが

ら１分程度の英語

で言うことができ

る。 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・チョコレートが世界

に普及した歴史と、現

代における負の側面を

読んで理解する。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３文

程度で書く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・チョコレートが世界

に普及した歴史と、現

代における負の側面

を読んで理解するこ

とができる。 

・各セクションの要約

文をそれぞれ２～３

文程度で書くことが

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・形式目的語の it、「動

詞＋目的語＋不定

詞」の意味と用法を

理解する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・形式目的語の it、「動

詞＋目的語＋不定

詞」の意味と用法を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 6 

 

ベネズエラの音

楽教育システム

「エル・システ

マ」について紹

介する内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・音楽を話題にして、

好みや知っているこ

とを質問する。また、

適切な応答の仕方を

身につける。 

・各セクションを読む前

に、音楽について好み

や知っていることをペ

アで質問しあう。加え

て応答の仕方も学ぶ。 

・音楽を話題にして、

好みや知っている

ことを質問するこ

とができる。また、

適切な応答の仕方

を覚える。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 



 

 

「英語表現の能力」 

・ベネズエラ、あるい

は世界の音楽教育に

ついて調べたことを

書き、スクリプトを

見ながら英語で簡潔

に発表する。 

・ワークシートに英語で

メモし、スクリプトに

まとめる。 

・ベネズエラあるいは

世界の音楽教育に

ついて調べたこと

を、スクリプトを見

ながら１分程度の

英語で簡潔に説明

することができる。 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・ベネズエラで音楽教

育が導入されたいきさ

つとその背景を読んで

理解する。 

・本文全体の要約文を 5

～8 文程度の英語で書

く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・ベネズエラで音楽教

育が導入されたいき

さつとその背景を読

んで理解することが

できる 

・本文全体の要約文を

5～8 文程度の英語で

書くことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動名詞の意味さまざ

まな用法を理解す

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・動名詞の意味と用法

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 7 

 

植物と動物及び

植物同士が行う

コミュニケーシ

ョンについて述

べた内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・植物が「話す」とし

たらどんなやり方で

かをペアで考え話し

合う。 

各セクションを読む前に

植物が「話す」やり方

について考えたことを

メモし、それを参考に

しながらペアで話し合

う。 

・植物が「話す」とし

たらどんなやり方

でかをペアで考え

話し合う。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

 

「英語表現の能力」 

・ある植物との英語で

の 1 本程度の会話文

をペアで創作し。言

えるようにする。 

 

・ワークシートに書き込

む。 

・ある植物との英語で

の 1 分程度の会話

文をペアで創作し。

言えるようにする。 

 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・植物と動物及び植物

同士が行うコミュニケ

ーションについて読ん

で理解する。 

・本文全体の要約文を 5

～8 文程度の英語で書

く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・植物と動物及び植物

同士が行うコミュニ

ケーションについて

読んで理解すること

ができる。 

・本文全体の要約文を

5～8 文程度の英語で

書くことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文、分詞の形

容詞的用法、知覚動

詞＋名詞＋do/doing

の意味と用法を理解

する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・分詞構文、分詞の形

容詞的用法、知覚動

詞＋名詞＋

do/doing の意味と

用法を理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

 

 

Lesson 8 

 

マララ・ユスフ

ザイの国連での

スピーチ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

マララ・ユスフザイ襲

撃事件の動画を見て

事件の背景について

考えたことを英語で

述べる 

動画を見ながらメモを

し、それを参考にしな

がらグループ内で考え

を述べ合う。 

マララ・ユスフザイ襲

撃事件の動画を見

て事件の背景につ

いて考えたことを

英語で述べること

ができる 

・グループでの言語活

動を観察する。 

・授業内で発表させ

る。 



 

 

「英語表現の能力」 

・イスラム教の女性観

その他について調べ

たことを英語で簡潔

に書き、図や画像を

用いながら発表す

る。 

・ワークシートに英語で

メモし、スクリプトに

まとめる。 

・イスラム教の女性観

その他について調

べたことを、図や画

像を用いながら英

語で簡潔に 1 分程

度発表することが

できる。 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・マララのスピーチの

内容とタイトルの持つ

意味を（スクリプトを

補助的に使いながら）

聞いて理解する。 

・本文全体の要約文を 5

～8 文程度の英語で書

く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・マララのスピーチの

内容とタイトルの持

つ意味を（スクリプト

を補助的に使いなが

ら）聞いて理解するこ

とができる。 

本文全体の要約文を 5

～8 文程度の英語で書

くことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞、関係副

詞、比較の表現①の

意味と用法を理解す

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・関係代名詞、関係副

詞、比較の表現①の

意味と用法を理解

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 9 

 

雪の結晶が生成

されるメカニズ

ムおよび文化と

の関係を説明す

る内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・雪を科学的にとらえ

た動画と芸術的にと

らえた動画を見て自

分はどちらが好きか

を考え理由とともに

相手に伝える。 

・動画を見ながらメモを

し、それを参考にしな

がらペアで述べ合う。 

・雪を科学的にとらえ

た動画と芸術的に

とらえた動画を見

て自分はどちらが

好きかを考え相手

に伝えることがで

きる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・授業内で発表させ

る。 

「英語表現の能力」 

・科学的あるいは芸術

的アプローチのどち

らかを用いて、スク

リプトを見ずに雪に

ついて 1 分程度スピ

ーチをする。 

・ワークシートにアイデ

アを英語でメモし、そ

れをスクリプトにまと

める。 

・科学的あるいは芸術

的アプローチのど

ちらかを用いて、ス

クリプトを見ずに、

雪について 1 分程

度スピーチをする

ことができる。 

 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・雪の結晶ができるメ

カニズムと文化や芸術

へ与えた影響について

読んで理解する。 

・本文全体の要約文を 5

～8 文程度の英語で書

く 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・雪の結晶ができるメ

カニズムと文化や芸

術へ与えた影響につ

いて読んで理解する

ことができる。 

・本文全体の要約文を

5～8 文程度の英語で

書くことができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非制限

用法、It is ～that 

[ who ]･･･、比較の表

現②の意味と用法を

理解する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞の非制限

用法、It is ～that 

[ who ]･･･、比較の

表現②の意味と用

法を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

 

 

 



 

 

Lesson10 

 

5,300 年前に死

んだ男のミイラ

が発見されたこ

とと、有史以前

の人類の生活に

ついてその調査

から浮かび上が

ったことについ

て述べた内容 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アイスマンの生活に

ついての講義を聞い

て理解する。 

・講義を聞きながら要点

についてメモを取る。 

・質問の答えを考える。 

・アイスマンの生活に

ついての講義を聞

いて理解すること

ができる 

・聞いている様子を観

察する 

「英語表現の能力」 

・アイスマンがもし話

せたら何を語るかを

想像し、アイスマン

になって 1 分程度ス

クリプトを見ずにス

ピーチをする。 

・ワークシートにアイデ

アを英語でメモし、そ

れをスクリプトにまと

める。 

・アイスマンがもし話

せたら何を語るか

を想像し、アイスマ

ンになって 1 分程

度スピーチをする

ことができる。 

・授業内で発表させる 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「英語理解の能力」 

・有史以前の人類の生

活について述べられて

いることを読んで理解

する。 

・本文全体の要約文を 5

～8 文程度の英語で書

く。 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

・ペアワークなどの形で

音読を行い、理解度を

確認する。 

・有史以前の人類の生

活について読んで理

解することができる。 

・本文全体の要約文を

5～8 文程度の英語で

書くことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容理

解を問う出題により、

内容理解ができてい

るかを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去、仮定法

過去完了、同格の

that の意味と用法を

理解する。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・仮定法過去、仮定法

過去完了、同格の

that の意味と用法

を理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

 

 


